
【記⼊の際の注意点】 
 この除害様式（様式第 2 号）は、⼯事に伴い発⽣するアルカリ排⽔を中和処理する排⽔処理施設（除害施設）を設置する場合にご利
⽤ください。バッチャープラント等の特定施設を設置する場合は、共通様式（様式第 1 号）をご利⽤ください。 

 
別紙１ 

≪除害施設に係る汚⽔を排出する施設の構造≫ 
 各欄に必要事項を記⼊してください。 
 「能⼒」には、1 ⽇当たりの排⽔量等を記⼊します。 
 「設置年⽉⽇」には、既設の施設等を届出する場合に記⼊してください。 
 「⼯事着⼿予定年⽉⽇」には、除害施設に係る汚⽔を排出する施設設置の着⼯予定⽇を記⼊してください。「⼯事完成予定年⽉

⽇」には、施設設置の完了予定⽇を記⼊してください。「使⽤開始予定年⽉⽇」は、施設設置⼯事が完了し施設等から汚⽔を排
出する予定⽇を記⼊してください。 
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別紙２ 
≪除害施設に係る汚⽔を排出する施設の使⽤の⽅法≫ 
 「設置場所」、「操業の系統」は、別紙平⾯図、作業フロー図を添付して別紙参照としてください。 
 「使⽤時間間隔」には、除害施設に係る汚⽔を排出する施設を使⽤する時間を記⼊してください。 
 「原材料（消耗資材を含む。）の種類、使⽤⽅法及び 1 ⽇当たりの使⽤量」には、除害施設に係る汚⽔を排出する施設で使⽤する

薬品等を記⼊してください。 
 「当該除害施設に係る汚⽔を排出する施設から排出される汚⽔の⽔質」には、除害施設に係る汚⽔を排出する施設から排出され

る pH を記⼊してください。 
 「その他参考となるべき事項」には、施設から排出される 1 時間当たりの排⽔量（時間最⼤排⽔量）と排出された排⽔がどの処

理施設に流⼊するか記載してください。 
 枠内に記載しきれない場合は、別紙参照としても構いません。 
 除害施設に係る汚⽔を排出する施設の更新などの届出において、変更前・変更後の区別が必要な場合は、右上に「変更前」、「変

更後」と記載し、それぞれ添付してください。 
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別紙３ 
≪汚⽔の処理の⽅法≫ 
 「設置年⽉⽇」には、既設の除害施設を届出する場合等に記⼊してください。 
 「⼯事着⼿予定年⽉⽇」には、除害施設設置の着⼯予定⽇を記⼊してください。「⼯事完成予定年⽉⽇」には、除害施設設置の完

了予定⽇を記⼊してください。「使⽤開始予定年⽉⽇」は、除害施設設置⼯事が完了し施設等から汚⽔を排出する予定⽇を記⼊し
てください。 

 「能⼒」には、設計計算書またはカタログに記載された除害施設の処理能⼒を記⼊してください。 
 「処理の⽅式」には、除害施設の処理内容（中和、凝集沈殿処理、浮上分離、吸着など）を記⼊してください。 
 「使⽤時間間隔」には、除害施設を稼働させる時間を記⼊してください。 
 「１⽇当たりの使⽤時間」には、処理⽔量等から想定される除害施設の稼働時間を記⼊してください。 
 「汚⽔の⽔質及び量」には、当該除害施設に流⼊する可能性のある規制項⽬を記⼊してください。 
 「汚⽔を公共下⽔道⼜は流域下⽔道へ排除する⽅法」には、別紙４の「公共下⽔道への排出⼝」に記⼊した、いずれの排出⼝か

ら排除されるかわかるように記⼊してください。 
 枠内に記載しきれない場合は、別紙参照としても構いません。 
 除害施設の更新などの届出において、変更前・変更後の区別が必要な場合は、右上に「変更前」、「変更後」と記載し、それぞれ添

付してください。 
 

除害施設については、「横浜市公共下⽔道事業場排⽔指導要綱」の第７条において、以下の対策を定めています。 
 ⽔質監視槽には、ｐＨ計及びその⾃動記録計、ｐＨ異常時の警報装置並びに原⽔槽への戻し配管を設置する。 
 以下に⽰す構造と同等以上の能⼒を有する。 

原⽔槽 ：時間最⼤排⽔量 Qmax の 2 倍以上（滞留時間２時間以上） 
pH 調整槽 ：時間最⼤排⽔量 Qmax の 1/6 倍以上（滞留時間 10 分以上） 
⽔質監視槽 ：時間最⼤排⽔量 Qmax の 1/12 倍以上（滞留時間５分以上） 
薬品貯留層 ：2 ⽇分以上 

また、第８条第２項において除害施設の維持管理について定めています。 
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別紙４ 
≪公共下⽔道に排除される下⽔の量及び⽔質≫ 
 「公共下⽔道への排出⼝」は、排出⼝ごとに番号を割り振り、その番号を記⼊してください。 
 「下⽔の⽔質」は、排出⼝から排出される可能性のある規制項⽬を記⼊してください。 
 「その他参考となるべき事項」には、必要に応じて必要事項を記⼊してください。 
 枠内に記載しきれない場合は、別紙参照としても構いません。 
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別紙 5 
≪⽤⽔及び排⽔の系統≫ 
 「⽤⽔及び排⽔の系統」は、給⽔量と汚⽔の発⽣量、排⽔処理施設の処理量、公共下⽔道への排⽔量の関係を図で⽰してくださ

い。排出⼝が複数ある場合は、それぞれの排出される汚⽔の種類が分かるように記載してください。⾬⽔についても記載してく
ださい。 

 「⽤途別⽤⽔使⽤量」は、⽤途別の使⽤⽔種類とその使⽤量を記⼊してください。 
 枠内に記載しきれない場合は、別紙参照としても構いません。 
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 「届出理由」は、⼯事の内容やスケジュール、排⽔の概要などを
記⼊してください。⼯事期間と除害施設設置期間が異なる場合
は、除害施設設置期間を併記してください。 

 「業種」は、⽇本標準産業分類の細分類を記⼊してください。 
 合流と分流のどちらに該当するかは、横浜市⾏政地図情報提供

システムの「だいちゃんマップ」で確認できます。 
 添付書類⼀覧には、添付したものに「✔」などを記⼊してどの資

料を添付したか分かるようにしてください。 
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例 処理フロー 

例 給排水系統図 


